

























（Godden & Baddeley, 1975）。水中条件では，実験参加者はアクアラングを着けて海中にもぐり，実験に参加しました。これに対して，陸上条
件では海岸で実験に参加しました。その結果，暗記と再生の環境が一致した方が，一致しない場合よりも，たくさんの単語を思い出しました
（図２）。通常はこのような劇的な環境操作ではなく，部屋を中心とした場所の物理的特徴（広さ，内装，調度品，実験者の服装等）を操作した
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